
ちょっと聞いてみん？こうちの森と川のこと 第二部 アンケート まとめ 

1-1 参加された方の年齢について（当てはまるものに✓を） 

 
 
1-2 参加された方のお住まい（市町村）について 

選択肢 件数 

①高知市近郊 11 

①以外の高知県内 18 

高知県外 8 

 
 
 
1-3 参加された方のご所属について 

 
 
 
 
 
 
 
 

選択肢 件数 

20代またはそれ以下 4 

30代 3 

40代 13 

50代 12 

60代 5 

70代またはそれ以上 4 

選択肢 件数 

一般参加 23 

行政職員 9 

学生 2 

発表者 1 

その他 3 
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2 本日のフォーラムへの参加の動機は次のうちどれですか。（複数回答可） 
選択肢 件数 

発表者・発表者の関係者 22 

森や川での活動に関心がある 18 

自分たちの活動の参考にしたい 14 

業務に関連がある 9 

森や川での活動に参加してみたい 5 

スタッフ 3 

その他 2 

 
3 本日のフォーラムの開催をどこで知りましたか。（複数回答可） 

選択肢 件数 

ホームページ（高知県・四万十川

財団）・SNS 
14 

友人・知人からの紹介 14 

チラシ・ポスター 8 

県担当者から依頼 6 

インターネット検索 3 

四万十川財団 2 

 
4-1 本日のフォーラム第二部（取組発表・クロストーク・ポスター展）に参加していかがでしたか。 

選択肢 件数 

とても満足 20 

満足 18 

やや不満 1 

 
 
 
4-2 上記の理由を教えてください。  22 件の回答 
・様々な取り組み事例があり、今後地域で活動するにあたり参考になった。 
・いろいろな立場で山や川に集まる方が集まる場が貴重だと思う。情報共有や学びの場として、ぜひ続 

いてほしい 
・発表時間を守っているのは一割程度で、結果的に質問する時間が少なくなった。 
・大学生など歳の近い方の活動も知れて、とても面白かったです 
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・他の団体の取組を知って刺激になりました 
・様々な団体から発表があり、きづきが多かったです。まだまだ（発表を）聞いていたいと感じる場面 

が多々ありました。 
・中身の濃いフォーラムだった。１部も 2 部も前向きの話が聞けた。 
・県内でたくさんの取組があることを知ることができた。 
・予想を上回る充実した内容だった。 
・様々な団体が日頃されている取り組みを知れて良かった 名前を忘れたが、ホワイトボードに絵や文 

字で内容を描いておられて分かりやすく素晴らしいと思った 
・様々な団体の活動を聞くことができた。勉強になった。 
・様々な団体が川の取り組みを色んな目線で実施していることが分かりました。 
・様々な団体が森、山、川のために活動されていることを知れたから 
・どこの団体も しっかり活動している現場の声が聞けて 参考になった。 
・多数の団体や個人の活動に触れられたことで、バランスよく全体像をある程度見ることができたため 
・内容のクオリティは高いが、盛りだくさん過ぎるように思った。 
・みなさんの発表がどれも良かった 
・珍しいこと。やっと動いたか。 
・ポスターで内容を見返すことができた 
・経験豊富な団体などの情報を得ることができた 県内にもこれほどの団体があり山と川がつながり、 

こうちの環境づくりに取り組んでいることに驚いた 
・凄く意義はあったと思います！高知県の県民性や文化に合わせた独自性があっても良かったのかもし 

れないです。また、繋がる仕組み作りを検討する機会もあれば最高でした。 
・沢山の方々と繋がれたこと。 
 
 
5 本日の取組発表・クロストークで 1 番印象に残ったことをお聞かせください。  37 件の回答 
・各団体の水平展開が活性化したと思います。 
・高知の方の、知識の深さ。水温と酸素濃度の関係や、河床粒度と産卵場の関係など。 
・四万十川西部漁協さんの河原の掘削により水質が良くなったこと。 
・鏡川の回復に驚きました。昔の汚い川のイメージでした。 
・佐竹ファーム 
・大学生のお二人の発表が心に残りました。生物が好きでそれを行動に移しているのがすごいと思いま 

した。 
・高知県内での活発な活動 
・友釣連盟の方々が、釣人で川を汚さないために、自分たちで看板などを立てていたこと。「行政へ 

…」という時代の中、自分達のことは自分達で解決するという心意気におどろきました。  
・ふる里の川本宮川を取りもどす会 地元の人の熱い思いというのが、継続して活動を行っていく秘訣 

なのだなと改めて思いました。 
・まとめ役の尾﨑さん（？）すごく整理が上手。まとめが最高でした。 



・金谷さんの工法はすごいと思った。メリット・デメリットを検証して波及するといいとおもった。川 
を耕すという関わり方あることを知った。グラフィックファシリテーションも素晴らしかった。 

・山川海空の大きな循環を見渡す視点と共に、足元にある、環境を見つめ直して、実践を重ねることが 
大切だと感じました。 

・ラブレターのやり取り、面白い試みでした。 
・ラブレター方式がとてもよかったです。とても楽しかった！ 
・他の団体の思いが聞けて、協働できる事がある事が解った。 
・午前中しか拝見出来ていないが、ジンデ池生物研究会の発表が印象に残った 
・地域とともに、活動を続けていくためには「あいさつ」が必要であるということ。我々も地域とのつ 

ながりがなければ続かない活動ですので、より一層「あいさつ」を意識したいと思います。 
・川にまつわる色々な取組の中で、ジンデ池生物研究所の水生生物の事と種の保護の取組が印象的でし 

た！ 
・高知ならではの川や森でのつながりをみれてとても面白かった。 
・自分たちの取り組みについて、参加者が興味を持って下さったことに感謝します。 
・様々な立場、団体により川の保全の取組みがあることを知った。  
・行政の立場では、この関係する方々をなかなか知り得ないので、今回の参加は意義あるものでした。 
・鮎の味と森、川の関係。食べ物、産業など色々な視点の研究結果があると、保全活動の必要性が伝わ 

りやすく良いと思いました。また、もりとみず基金の尾崎さんの、最後のコメント（興味のない人に 
届く言葉なのか、外側に届くチャンネルがあれば）という言葉がささりました。興味がある人たちで 
情報・技術の交換をしながら、外の世界でも共感を得て拡がりを作っていけたらと思います。 

・若い世代がしっかり行動していることに、感心した。 
・㈱佐竹ファームの取組 しょうが栽培で使う危険な農薬を川に流さない（川の手前でストップする） 

取り組みは、なかなかできないすばらしい取り組みと思いました。 
・地域に長く住むシニアの方中心の活動がある一方、学生中心の活動もあり世代幅が広かったことが印 

象的であった。 
・すばらしいプログラムでした。発表はどれも、自分ごと化と発進力がすばらしく、地域と人・川の関 

係の豊かさを感じました。 
・本宮川の取組みや鏡川のとりくみ、住民主体となった取り組み 
・良い進行だった。もう少し人数が少なく、やり取りが多いと良いとおもった。 
・鏡川水生生物研究会 高知県衛生環境研究会 一般財団法人もりとみず基金 
・本気で生きている人がこれ丈は集まったのを観た。 
・どの発表も創意工夫・思いが伝わりました、危機感をチャンスに変える力が、高知にはあると思いま 

した。 
・リッパー掘削 
・高知は県内にいい川がたくさんあって、全ての川が愛されている事 
・河川環境が悪化しているという話が多かったが、自然の力で改善しないのだろうかと考えさせら 

れた。森林と河川の関連について土砂を中心に語られていたが、山からの土砂供給が過剰という話と 
土砂が供給されず河床が下がっているという話が、どこでバランスするのか分かり難いと感じた。 



・シマントモリモリ団：林業で生活できる good 森を守れば川を守れる→生活も守れる 
・本日の取組発表・クロストークで特に印象に残ったのは、多くの活動が現状の課題への対応に重点を 

置かれている点です。その一方で、山の荒廃や川の濁りなどの根本原因にアプローチする段階に進ま 
れている団体はまだ少ないのだと感じました。こうした課題を共有することで、今後さらに連携や取 
り組みの発展につながる可能性を感じました。  

・普段、森の話は聞くが川の視点での話は聞かなかったので、皆さんのお話が非常に面白かったです。 
・取組発表：やっぱり金谷さんスゴイです‼ 友釣連盟のきき鮎の会も行ってみたいです‼  
・クロストーク：それぞれが改めてクロスしていく様子が感じられ、ワクワクしました。若い子たちが 

本当にステキでした。 
 
 
6-1 本日の取組発表・ポスターの中で、良いと思ったもの、繋がりたい団体や取組、質問したいこと
などがあれば、教えてください。  19 件の回答 
・嶺北の方、森と水基金。吉野川の上下流で交流したいです。 
・⑤野根川清流保全協議会  きれいな川を、きれいなまま残すというハードルに仁淀川との共通性を 

感じた。たくさんの若い仲間を巻き込んで頑張って欲しい。連携できると嬉しい。 
・金谷光人さんの説明資料（多分パワーポイント）が欲しくて、ご本人に確認したところ、渡してもよ 

いとのことだったので、データを送ってほしいです。 
・一般財団法人もりとみず基金のポスターと、当日意見で出ていたロゴマークのデザインの発想が素晴 

らしいと思った 
・瀧健太郎先生 我々の活動は、「ため池の防災と、環境保全を両立すること」「地域と共に未来に残す 

こと」を目標にしています。治水と環境保全のバランスをとりながら活動していくこと、大切である 
と感じました。ぜひ一度お越しいただきたいです。よろしくお願いします。 

・KIRecub さん 株式会社という形できちんとビジネスとして取り組まれていることが新しく、素晴ら 
しいと思いました。木の苗、種を植えてみたいです。また、今後企業研修で四万十川の体験をとおっ 
しゃっていましたが、黒潮町にはホエールウォッチングもあるので、一緒に森から海まで繋げていた 
だけたら嬉しいです。 

・④ジンデ池生物研究所 ⑨金谷光人 ⑩KIReCub 12 佐竹ファーム 
・金谷さん（四万十川西部漁協）リッパ－掘削について興味があります。帰って河川組合長に話をして 

みたい。 
・ジンデ池。活動に参加してみたい。 
・全ての団体と繋がりたい 
・まずは、これ丈皆頑張ったのだから、全てのグループに、これが先ずの出発点としたい。 
・⑨金谷光人さん 近くの川も目詰まりしていないかととても気になっていました。リッパ－掘削が広 

がればいいなと思いました。 
・鏡川の団体が有志で活動しているところが良いなと思った 
・企業と繋がる方法、きっかけを教えていただきたいです。 
・皆さんへ 仕事でやっておられる方も、ボランティア活動でやっておられる方も、皆さん、頑張って 



ください。 
・もりとみず基金 ポスターのデザイン性と情報の伝え方が素晴らしい 
・⑨ 金谷光人 リッパ－掘削を他で活かしたい（国交省近畿の河川で） 
・全ての団体の皆様へ 日頃高知県の自然を守るために活動して下さっている皆様に心より感謝申し上げ 

ます。 それぞれのみなさまの活動によって培われた知恵や知識、経験が一つになることこそが、高知 
県の山や川、そして海が本来の豊かな姿に生まれ変わるために重要だと改めて感じました。 私は高 
知県の自然環境のすばらしさに惹かれて 4 年前に移住してきて以来、高知県の自然環境やそれに関わ 
る産業（林業、農業、建設土木、再エネ、廃棄物処理など）に関して調査をしてきました。それとは 
別で小さな環境教育団体をやっています。 残念なことに生物多様性こうち戦略に明記してある様に、 
高知の生物多様性は危機的状況にあり、小さな活動のみならず、産業の在り方を変えていく必要がる 
と痛感しています。 これまでの時代は「稼ぐためには、環境に負担をかけても仕方がない」が常識だ 
った思いますが、時代は反転し、今はネイチャーポジティブ（自然再興）つまりは、「自然への負荷 
を減らすのではなく、回復させること」が稼げる方向へ世界中が動いています。 この時代の変化は高 
知県にとって、大チャンスだと思っています。 しかし高知県には国が定める【ネイチャーポジティブ 
経済移行戦略】に準ずる戦略がありません。 基調講演で鎌田教授よりお話があった徳島の事例のよ 
うに、戦略策定に向けた提案を共同で行いたいです。なお徳島県はネイチャーポジティブ宣言を全国 
で 2 番目に行っており、産学官金連携で「ネイチャーポジティブ経済移行推進本部」を設立していま 
す。ネイチャークレジットや生物多様性クレジットなど、自然再生に関して、世界中で金融の動きが 
活発化しておりますので、高知県においても早急に取り組む必要があると考えています。 正直にお伝 
えしますと、私には長年フィールドばかりにいたので、組織運営能力や資金力はありませんが、近年 
は皆様とは違う視点で高知の自然に関する政策や産業について調査してきていますので、その辺でお 
役に立てると思っています。ご関心ある方は、ご連絡頂けますと幸いです。  重ねまして、この度は 
発表ありがとうございました。 

・①れいほく地域集落活動センター 同じように集落が消滅していく危機を抱えている徳島県の山あい 
の町から来ています。そんな中で、拠点として集落活動センターがあり、集落支援員とともに地域の 
人とともに、活動を展開しつつ「川におりられるようにする」ことが大事というのが印象に残りまし 
た。私たちの町にも鮎喰川（あくいがわ）という。町域すべてが鮎喰川流域となっているので、「川に 
おりられる」のが大事、響きました。 ②友釣連盟 あゆのこと、いろいろ教えてほしいです！ 

 
 
7 全体を通して、ご意見やご感想があればお聞かせください。  31 件の回答 
・今後、具体的にどのような活動ができるのか。 
・様々な立場からの川へ関わる団体の話を聞いて、大変参考になりました。 グラフィックレコーダー 

が素晴らしかった。 
・事前告知がもっとあれば、多くの人に参加してもらえたかもしれない。関係者が集まる設計ととも 

に、ちょっと関心のある一般参加が増えるような仕組みにしていってほしい。 
・グラフィックレコーディングを始めてみましたが、一目で内容がわかり、カラフルで興味をそそる感 

じがすごく良いと思いました。グラレコの様子も前に映し出して見えるようにすることで、もっと話 



が聞きやすくなるんじゃないかと思いました。 
・とっても面白かったし、県民の方にも広く知って欲しいことが多かったです。是非、イオンなど大き 

な会場で（別の用事できた方でも、立ち止まって聞けるように）開催してもらいたいです。 
・グラレコがよかった。発表された方の伝えたいことを的確に表現してくれていて、ありがたかった。 
・沢山の団体が熱い思いを持って自然に向かっていることに感動しました。今回参加されていない仲間 

もいる事でしょう。皆さんとつながって、知恵のやり取りが出来たらと考えています。発表するにあ 
たって、棚卸が出来て自分の活動にも整理ができました。持続可能な高知の未来のために、大きな１ 
歩を踏み出したと感じました。関係者の皆さん、スタッフの皆さん、お疲れ様でした。すっごく楽し 
かったです。ありがとうございます。またこんなのやって欲しいです。 

・次回があればぜひ参加したいです。ありがとうございます。１１月も楽しみにしています。 
・次回、どんな会にするのか楽しみです。 
・高知の人材が豊富過ぎてびっくりしています。このフォーラムが続き、高知の人々のパワーが維持発 

展されるよう期待しています。すごい活動ばかりでした。グラレコも初挑戦とは思えないクオリティ 
ーで、やってみて成長していくという発想に共感です！！ 

・とてもよかった。 
・正直に申し上げると、普段あまり森や川について深く考えておらず、取組発表の内容は初めて知るこ 

とも多くあり、とても勉強になった。 日程の関係で難しかったと思うが、次があったら、他の団体 
と繋がるという点では、取組発表当日に懇親会があっても良かったと思った 

・非常に良い会であったと思う。活動にも反映していきたい。 
・クロストークのグラレコもあるといいなと思った。 
・こんなにたくさんの方々が熱い想いを持って森、川のために活動されていることを知り本当に嬉しか 

ったです。自分の活動は啓発が主なため、実際に林業や保全活動をされている方々には感謝しかあり 
ません。貴重な機会に関わらせていただくことができて光栄です。細やかな準備とお気遣いをありが 
とうございました。 

・学生など 若い世代の参加者に話を聞いてもらえたらいいなと思いました。 
・事前に期待した以上のものがあった。 
・関係者が一堂に見わたせる、とても良い機会でした。 
・高知大会、いい大会にしましょう！たくさんアイデア下さい。 
・自分にできる限りの仕事をしたが、もう少し余裕を持ちクオリティを上げたい。 
・今後もこういう会を続けていただきたい 
・やっと動く□（判読できず）なのか 
・どの団体さんも共通して”百年先” ”子供たちの未来に” ”残していきたい”という言葉が使われた発 

表でした。皆さんの活動が、よい環境に繋がることに期待したいです。そしてこの活動が継続するよ 
うな支援も是非！！  

・高知の川、熱い！！！遊びたいです。 
・各団体にキーになる人材がいて、その人の熱意と活動が広がり、継続していることが理解できた。引 

き継いでいくのは大変だとも感じた。 
・さすがに 20 人のポスターセッションは長かったが、 分科会にすればもっと 興味を絞って聞ける 



のではないか、 ご講演や実践発表は自分にはレベルが高すぎた 
・川や森（山）の取り組みなど幅広く勉強できました。 
・今後、各団体の希望や、可能であればどの団体が繋がり、どのような連携が生まれたのかを知ること 

ができるとありがたいです。こうした動きを見ることで、新しいアイデアが生まれ、「私もコラボした 
い！」という流れにつながるのではないかと思います。 また、鎌田先生の講座内容を知人に共有した 
ところ、大変興味を持っていただき、ぜひ拝見したいとのことでした。アーカイブ配信が決まりまし 
たら、お知らせいただけると幸いです。第 2 部のみ参加された方々にもぜひご覧いただきたいと思い 
ます。できれば、内容を切り取ったショート動画も作成いただけると、さらに拡散しやすいかと思い 
ます。 第 1 部で保持林業についてご発表いただいた山浦様には、ご質問させていただきたいことがあ 
ります。また、全ての発表団体の皆様へのメッセージとあわせて、ご連絡先を教えていただけるよう 
お伝え頂けますでしょうか？ 多くの方が参加されたフォーラムで、その後の対応も大変かと存じま 
すが、可能な範囲でご検討いただけると幸いです。よろしくお願いいたします。  

・この取組を続けて欲しい 
・ 「森」と「川」を切り分けず流域という一つの生命圏として捉える視点の重要性を改めて実感しまし 

た。 
・高知の中だけでもたくさんの取り組みがあって、こうして話す場があることで、交流が生まれたり、 

自分の活動が活かされることがあったり…。11 月に向けての前哨戦だったかと思いますが、素晴らし 
い時間だったと思います。スタッフの皆さん、本当にお疲れ様です。お声がけいただき有難うござい 
ました。 

 


